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区　　分
入ったお金（歳入） 支払ったお金（歳出）

２５年度 ２４年度 増減額
（増減率） ２５年度 ２４年度 増減額

（増減率）

一　般　会　計 52億4,932 51億3,687 1億1,245増
（2.2％増） 51億5,954 50億4,162 1億1,792増

（2.3％増）

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 14億5,079 14億0,324 4,755増
（3.4％増） 14億4,948 13億9,304 5,644増

（4.1％増）

後 期 高 齢 者 医 療 1億5,860 1億5,631 229増
(1.5%増) 1億5,686 1億5,543 143増

(0.9%増)

災害給付見舞事業 875 879 4減
(0.5％減) 12 4 8増

（200.0％増）

下 水 道 事 業 5億0,673 4億9,058 1,615増
（3.3％増） 4億9,850 4億8,831 1,019増

（2.1％増）

町設置型浄化槽事業 5,769 6,309 540減
（8.6％減） 1,441 1,985 544減

（27.4％減）

山 北 財 産 区 1,204 759 445増
(58.6%増） 457 182 275増

（151.1％増）

共 和 財 産 区 1億2,171 9,037 3,134増
（34.7％増） 1億1,323 8,530 2,793増

（32.7％増）

三 保 財 産 区 1,309 1,218 91増
（7.5％増） 626 241 385増

（159.8％増）

介 護 保 険 事 業 10億6,520 9億7,752 8,768増
（9.0％増） 10億4,898 9億4,726 1億0,172増

（10.7％増）

商 品 券 1,236 1,287 51減
（4.0％減） 999 1,022 23減

（2.3％減）

特　別　会　計　　計 34億0,696 32億2,254 1億8,442増
（5.7％増） 33億0,240 31億0,368 1億9,872増

（6.4％増）

水 道 事 業 会 計 2億3,311 2億6,170 2,859減
（10.9％減） 2億2,252 2億4,601 2,349減

（9.5％減）

総　　　　　額 88億8,939 86億2,111 2億6,828増
(3.1％増） 86億8,446 83億9,131 2億9,315増

（3.5％増）

 平成 25 年度の歳入・歳出決算が、９月 12 日の町議会で認定されました。歳出の決算額は、一般会計・
10 特別会計・水道事業会計を合わせて 86 億８，４４６万円となり、前年度に比べ２億９，３１５万円の増（対
前年度 ３．５％増）となりました。

平成25年度は、第4次総合計画の最終年度であり、後期基本計画で定める事業を柱
に、「定住対策の推進」「教育環境の充実」「子育て支援の推進」「安全安心なまちづく
り」「災害に強いまちづくり」などを重点的に実施し、「元気な山北の町づくり」を推進

平成25年度 決算の概要平成25年度 決算の概要
ー 総額 86 億 8,446 万円 ー

平成２５年度決算額と前年度との比較 （単位：万円）
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目的別の主な使いみち

１億０，３９９万円

１４億２，００７万円

１２億０，６５８万円

３億８，５０２万円

○議会の運営
○議会だよりの発行

○広報紙発行事業
○総合計画策定事業
○水源環境保全・再生交付金事業
　● 地域水源林の整備
　● 地下水保全対策
○広域交通拠点整備推進事業
○町村情報システム共同運営事業
○山北駅北側元気づくりプラン推進事業

○子ども子育て支援計画策定事業
○町社会福祉協議会への助成
○保育園の維持管理、運営
○放課後児童クラブ運営事業
○小児医療費助成事業
○福祉タクシー運行事業

○森林ふれあい健康セラピー運営事業
○リサイクル品、処理困難物、ペットボトルの回収委託
○不燃物、粗大ごみの収集委託
○健康福祉センター管理事業

○議員の研修

○地域振興推進事業
　● 町内循環バス運行事業
　● 共和地区福祉バス運行事業
　● 中川地区県有地購入

○災害時要援護者支援事業
○後期高齢者医療広域連合負担金
○障害者自立支援給付事業
○子育て支援事業
○児童手当支給事業

○予防接種事業
○紙おむつ支給事業
○足柄西部清掃組合への負担金

１億２，９１８万円
○やまきたまち農業活性化推進事業
○産業交流事業
　● 新潟県旧山北町が参加
○水源の森林づくり協力協約推進事業

○有害種対策事業
○中山間地域等直接支払事業
○農道、用水維持管理事業

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

議　会　費
一般会計総額５１億５，９５４万円の目的別使途

ハイツ＆ヴィラなかがわ跡地
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アあ

平成26年4月1日現在の人口（11,480人）で換算
した町民１人当たりの費用

一般会計総額の性質別歳出内訳
44万9,437円（単位：円）

物件費
69,301

維持補修費 6,017
扶助費 41,873

補助費
59,992

普通建設事業費
94,736

災害復旧費
1,591

投資・出資金 0
貸付金 57

積立金 4,120

公債費
29,929

繰出金 38,974

人件費
102,847

物件費
15.4%

維持補修費 1.3%

扶助費
 9.3%

補助費
13.3%

普通建設事業費
21.1%

災害復旧費
0.4%

投資・出資金 0.0%
貸付金 0.0%

積立金 0.9%

公債費
6.7%

繰出金
8.7%

人件費
22.9%

性質別使途割合

９，７４９万円

７億９，３７０万円

２億２，０７９万円

４億３，８６１万円

１，８２７万円

３億４，３５９万円

２２５万円

○消費生活相談事業
○町商工会への助成
○観光施設維持管理事業
○道の駅「山北」の運営助成

○町道維持補修事業
　● 町内一円道路維持工事
○都市公園維持管理事業
　● ぐみの木近隣公園、岸児童公園、山北鉄道公園、
　　丸山公園、向原街区公園、河村城址歴史公園の
　　維持管理
○町営住宅の維持管理
○都市公園整備事業（河村城址歴史公園）

○小田原消防本部への負担金
○防災設備等維持管理事業
　● 防災行政無線維持管理、防災行政無線屋外子局
　　蓄電池交換

○教育委員会、幼稚園、小・中学校の運営
○パークゴルフ場管理運営事業
○三保中学校体育館屋根改修
○学校統合推進事業

○大雪に伴う災害復旧 他

○元金　　２億８，９６６万円

○土地開発公社への助成

○町観光協会への助成
○ひだまりの里運営協議会助成

○新東名対策事業
○道整備交付金事業
　● 町道の新設改良（鍛冶屋敷高杉線･嵐線 他）
○道路新設改良事業
　● 町道の新設改良（中里松原先線他）

○河川維持管理事業
　● 川村用水・皆瀬川用水・岩流瀬用水
　　維持管理工事

○消防施設整備事業（消防本部指令車等）
○消防団活動事業
○自主防災対策事業

○学校間交流事業
○中央公民館の管理、運営
○スポーツの振興

○利子　　５，３９３万円

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

災害復旧費

公　債　費

諸 支 出 金

改良された町道中里松原先線

整備が進む河村城址歴史公園
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アあ

平成26年4月1日現在の人口（11,480人）で換算
した町民１人当たりの費用

一般会計総額の性質別歳出内訳
44万9,437円（単位：円）

物件費
69,301

維持補修費 6,017
扶助費 41,873

補助費
59,992

普通建設事業費
94,736

災害復旧費
1,591

投資・出資金 0
貸付金 57

積立金 4,120

公債費
29,929

繰出金 38,974

人件費
102,847

物件費
15.4%

維持補修費 1.3%

扶助費
 9.3%

補助費
13.3%

普通建設事業費
21.1%

災害復旧費
0.4%

投資・出資金 0.0%
貸付金 0.0%

積立金 0.9%

公債費
6.7%

繰出金
8.7%

人件費
22.9%

性質別使途割合

性質別の主な使いみち

人件費は職員の退職や給与削減などによる職員給の減や職員の
退職手当組合負担金の減などにより、対前年度９，２５８万円減の１１億８，０６８万円となりました。

人　件　費
１１億８，０６８万円

物　件　費
７億９，５５７万円

物件費は、庁舎電子計算機賃貸借料の減などにより、対前年度
７２１万円減の７億９，５５７万円となりました。

扶　助　費
４億８，０７１万円

扶助費は、小児医療費助成事業の減などにより、対前年度
９７８万円減の４億８，０７１万円となりました。

補　助　費
６億８，８７１万円

補助費は、小田原市消防、足柄上衛生組合、足柄西部清掃組合に
対する負担金や町社会福祉協議会補助金で、対前年度３１０万円増の６億８，８７１万円となりました。

普通建設事業費 １０億８，７５７万円
普通建設事業費は、山北駅北側定住促進住宅の建設や道路新設改

良事業、道整備交付金の事業費の増などにより、対前年度３億２，１７９万円増の１０億８，７５７万円となりました。

災 害 復 旧 費
１，８２７万円

災害復旧事業は、大雪に伴う除雪経費などであり、対前年度
７，６５８万円減の１，８２７万円となりました。

一般会計総額５１億５，９５４万円の性質別使途
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一 般 会 計

目的別歳出額を平成２6年４月１日現在の人口（１１，480人）で換算した金額

平成２5年度に
町民１人あたりに使われた町のお金 44万9,437円

総務費

消防費

民生費

教育費

衛生費

公債費

農林水産業費

災害復旧費

土木費

議会費･商工費・諸支出金

12万3,700円

1万9,232円

10万5,103円

3万8,207円

3万3,538円

2万9,929円

1万1,253円

1,591円

6万9,138円

1万7,746円

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

町
の
借
入
金
（
地
方
債
現
在
高
）
は
、
平
成

25
年
度
末
現
在
高
が
44
億
４
，
４
３
８
万
円
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
７
，
４
２
２
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
新
規
借
入
に
つ
い
て
は
、
極

力
抑
制
し
、
将
来
に
過
度
の
財
政
負
担
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
緊
急
に

着
手
せ
ざ
る
を
得
な
い
新
東
名
対
策
事
業
の
た

め
の
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
、
借
入
を
行
い
ま

し
た
。

内
訳
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税
で
賄
う
べ
き

も
の
を
、
特
例
的
に
地
方
債
で
補
て
ん
す
る
臨

時
財
政
対
策
債
や
、
所
得
税
減
税
に
よ
る
減
収

額
分
を
補
て
ん
す
る
減
税
補
て
ん
債
（
後
年
度

の
地
方
交
付
税
で
元
利
償
還
金
額
の
全
額
が
措

置
さ
れ
る
地
方
債
28
億
９
，
６
１
５
万
円
）
を

除
い
た
地
方
債
額
が
、
15
億
４
，
８
２
３
万
円

と
な
り
、
こ
れ
を
町
民
１
人
当
た
り
の
負
担
額

に
換
算
す
る
と
、約
13
万
５
千
円
に
な
り
ま
す
。

主
な
財
政
分
析
指
標

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
経
常
収
支

比
率
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
経

常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
、
経
常
的
に
歳
入

の
見
込
め
る
税
等
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
充

当
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
数
値
で
、
75
％
か

ら
80
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
25
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
よ
り

２
．
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
は
、
町
税
な
ど
経
常

一
般
財
源
の
歳
入
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
り
、

歳
出
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
事
業
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
経
常
経
費
の
節
減
を
図
り
、
望
ま
し

い
と
さ
れ
る
75
％
か
ら
80
％
に
近
づ
く
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
実
質
収
支
比
率
は
、
前
年
度
と
同
率

の
３
．
３
％
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
指
標

は
３
～
５
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

区　　分 平成25年度 平成24年度 比　較
地方債現在高　　　　　　　（Ａ） 4,444,377 4,370,156 74,221
債務負担行為の
翌年度以降の支出予定額　　（Ｂ） 1,798,142 2,288,611 △ 490,469

積立金現在高　　　　　　　（Ｃ） 1,077,346 1,205,552 △ 128,206
将来にわたる財政負担額
　　　　　（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ） 5,165,173 5,453,215 △ 288,042

区　　分 平成25年度 平成24年度 比　較
標準財政規模　　　　（千円） 3,319,412 3,319,777 △ 365
実質収支比率 3.3% 3.3% 0
経常収支比率 86.6% 84.6% 2.0%

◆将来にわたる財政負担

◆主な財政分析指標（普通会計）

（単位：千円）

※普通会計 ･･･ 一般会計＋災害給付見舞事業特別会計＋町設置型浄化槽特別会計＋商品券特別会計
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【国民健康保険事業】
平成２５年度の国民健康保険加入世帯数は、１，

９５２世帯、加入者数は３，３５４人でした。この
うち、一般被保険者は２，９９１人、退職者医療制
度適用者３６３人でした。

平 成 ２ ５ 年 度 の 被 保 険 者 一 人 当 た り 平 均 医
療 費（ 入 院・ 通 院・ 歯 科 ） は、 一 般 被 保 険 者
分 ２ ７ 万 ７，５ ４ ２ 円、 退 職 者 被 保 険 者 等 分
２７万３，０９２円を支出しました。このほか、国
民健康保険事業では、出産育児一時金、葬祭費、高
額療養費などを支出しました。

【下水道事業】
下水道施設の維持管理を行うとともに向原地区の

工事を実施しました。 
なお、借入金の残高は、２９億８，６３０万円です。

【介護保険事業】
介護保険法に基づく保険給付事業であり、歳

入 決 算 額 １ ０ 億 ６，５ ２ ０ 万 円、 歳 出 決 算 額
１０億４，８９８万円で、歳入歳出の差引では、１，
６２２万円の剰余金が生じました。

歳 出 に つ き ま し て は、 総 額 の ８ ９．７ ％
（９億４，０２３万円）を保険給付費が占めています。

【水道事業】
水道事業会計は、地方公営企業法に基づき、安全

でおいしい水を供給することを目的に設置されてい
る企業会計です。

水道事業では、上水道１施設、簡易水道８施設を
経営し、町民１万１，２８７人に年間約１３７万トン
の「安全でおいしい水」を供給し、水道料金による
収入は、前年度対比３．８％減の１億４，７９１万円
となりました。 

平成２５年度に実施した主な事業は、取水ポンプ
交換工事、配水管布設工事などです。なお、借入金（地
方債現在高）は、４億９，５７７万円となっています。

特別会計は、町が特定の事業を行う場合に特定の歳入をもって歳出にあてるもので、一般会計
と区分して処理するための会計のことを言います。

水道事業会計

主な特別会計

特

企

別

業

会

会

計

計

【後期高齢者医療】
本会計は広域連合との業務分担により、保険料徴

収と申請や相談窓口事務が町の主な事務となってい
ます。

歳入決算額は１億５，８６０万円で保険料と繰入
金が主なものです。歳出決算額は１億５，６８６万
円 で 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金 が 歳 出 の
９６．５％を占めています。

【町設置型浄化槽事業】
歳 入 決 算 額 ５，７ ６ ９ 万 円、 歳 出 決 算 額 １，

４４１万円で、歳入歳出の差引では、４，３２８万
円の剰余金が生じました。

浄化槽整備につきましては、三保ダム集水域に高
度処理型合併浄化槽を４基設置しました。

【商　品　券】
町内商工業の振興を目的として発行している町

内限定の商品券を扱っていて、歳入決算額は１，
２３６万円、歳出決算額は９９９万円となり、歳入
歳出の差引では、２３７万円の剰余金が生じました。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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　町では、新東名高速道路及び（仮称）山北ス
マートインターチェンジの建設を円滑に進める
ため、役場組織の見直しを行い新東名対策室を
新設しました。

（直通電話）７５－３６55　（FAX） ７５－３６６１
（E-mail）shintomei@town.yamakita.kanagawa.jp

役場組織に新東名対策室
を新設しました

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算
出
し
た
、
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（単位：％）

備　考（１） 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は
将来負担比率が算定されない場合は「―」。

　　　　（２）（ ）内は山北町における早期健全化基準。
　　　　（３）［ ］内は平成２４年度の数値です。

健
全
化
判
断
比
率

山
北
町
の

及
び
資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

平成平成
25年度25年度

平成25年度決算に基づく山北町の健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―
[　―　]

（１５．００未満）

―
[　―　]

（２０．００未満）

８．５
[ １１．１]

（２５．０未満）

９５．７
[ ８４．３]

（３５０．０未満）

1

（単位：％）

備　考（１） 資金不足比率が算定されない場合は「―」。
　　　　（２）（ ）内は山北町における経営健全化基準。
　　　　（３）［ ］内は平成２４年度の数値です。

【問合せ】　企画財政課財政班　（電話）７５－３６５２

平成25年度決算に基づく山北町の公営企業の資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 

山北町下水道事業特別会計
―

[　―　]
（２０未満）

山北町水道事業会計
―

[　―　]
（２０未満）

2

【
地
方
交
付
税
】
全
国
の
市
町
村
間
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
、そ
の
す
べ
て
の
市
町
村
で
、

あ
る
一
定
の
水
準
以
上
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
財
源
と
し
て
、
国
か
ら
市

町
村
に
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

【
地
方
債
・
町
債
】
地
方
公
共
団
体
が

資
金
調
達
の
た
め
に
起
こ
す
債
務
（
借

入
金
）
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地
方
債

を
起
こ
す
こ
と
を
起
債
と
言
い
ま
す
。

【
一
般
財
源
】
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い

な
い
財
源
の
こ
と
で
、
25
度
歳
入
決

算
額
の
う
ち
一
般
財
源
は
36
億
６
，

３
７
５
万
円
で
す
。
な
お
、
使
途
が
決

め
ら
れ
て
い
る
財
源
は
特
定
財
源
と
言

い
ま
す
。

【
実
質
収
支
比
率
】
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
実
質
収
支
の
割
合
を
い
い
ま
す
。

実
質
収
支
は
、
そ
の
年
度
に
属
す
べ
き

収
入
と
支
出
の
実
質
的
な
差
額
、
つ
ま

り
市
町
村
の
「
黒
字
」
ま
た
は
「
赤
字
」

を
意
味
し
ま
す
。一般
的
に
は
、３
～
５
％

程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

役場庁舎２階南側　平面図

新東名対策室

都市整備課

環境農林課

商工観光課

上下水道課

財
政
用
語
解
説
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（仮称）山北スマートIC

町道10号
河内川谷戸線

清水橋交差点

新東名高速道路

道の駅山北

至丹沢湖

至
御
殿
場

至
東
京

県
道
山
北
藤
野
線

国道246号
東名高速道路

①観光振興への寄与
　…丹沢湖や中川温泉などへの観光入込客の増加が期待されます。
②救急医療サービスの向上
　…東海大学医学部付属病院など、救急医療機関への搬送時間が短縮さ

れます。
③災害時の代替ルートの確保
　…人命救助や物資の緊急輸送、復旧支援の迅速化などが期待されます。
④工業団地などへのアクセス性の向上
　…企業活動の活性化や企業誘致の促進、未利用地における土地活用の

促進が期待されます。
⑤広域的な地域活性化への期待
　…県西地域や県境を越えた広域的な地域活性化が期待されます。

国土交通省の杉﨑横浜国道事務所長より
連結許可書が湯川町長へ手渡されました

新東名高速道路（仮称）山北スマートインターチェンジ
事業化が決定しました

町
が
平
成
19
年
度
よ
り
実
現
化
に
向
け
て
調
査
研
究

を
進
め
て
き
た
新
東
名
高
速
道
路
「（
仮
称
）
山
北
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

８
月
８
日
付
け
で
国
土
交
通
大
臣
よ
り
連
結
許
可
（
一

般
道
路
を
高
速
道
路
に
接
続
す
る
こ
と
の
許
可
）さ
れ
、

８
月
18
日
に
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
横
浜
国
道

事
務
所
に
お
い
て
、
横
浜
国
道
事
務
所
長
よ
り
連
結
許

可
書
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
内
に
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
事
例
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
綾
瀬
市
と

厚
木
市
、
山
北
町
の
３
箇
所
に
連
結
許
可
が
出
さ
れ
、

町
に
と
っ
て
は
念
願
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
誕
生
す

る
こ
と
と
な
り
、
高
速
道
路
の
利
便
性
の
向
上
に
よ
る

様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
連
結
許
可
を
受
け
、
今
後
町
で
は
、
中
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
な
ど
の
関
係
各
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
新
東
名
高
速
道
路
の
供
用
開
始
と
併
せ
、
平

成
32
年
度
末
ま
で
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

事 業 概 要

今 後 の 予 定期 待 さ れ る 効 果

東京方面へのオンランプ

東京方面からのオフランプ

ＥＴＣゲート

概　略　図

○路　 線　 名　第二東海自動車道 横浜名古屋線（新東名高速道路）
○連結予定施設　町道10号河内川谷戸線
○運  用  形  態　本線直結型ハーフインター形式（東京方面乗り降り限定）
○対  象  車  種　ETC車載器を搭載した車長12.0ｍ以下の全車種
○運  用  時  間　24時間
○全 体 事 業 費　約15億円（うち町負担約6億円）

平成27年度～　測量・設計業務
平成28年度～　用地取得
平成29年度～　工事着手
平成32年度　　供用開始

【問合せ】新東名対策室新東名対策班
　　　　　（電話）７５－３６５５

位　置　図
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パ
ソ
コ
ン
の
部

（
山
北
中
３
年
） 

宮
内　
佳
菜
、井
上　
琴
音
、

　
　
　
　
　
　

 

石
川
や
よ
い
、
尾
崎　
泰
爽

　
第
４
部
（
中
学
生
）

（
山
北
中
３
年
） 

松
井　
り
の
、
佐
藤　
緋
音
、

　
　
　
　
　
　

 

湯
川　
廉
樹
、川
邉　
喬
盛
、

　
　
　
　
　
　

 

瀬
戸　
香
名
帆

　
第
３
部
（
小
学
校
５・
６
年
生
）

（
川
村
小
５
年
） 

紙
井
勝
太
郎
、
瀬
戸
さ
や
か

（
川
村
小
６
年
） 

加
藤　
銀
河
、
小
林　
彩
乃

　
第
２
部
（
小
学
校
３・
４
年
生
）

（
清
水
小
４
年
） 

池
谷　
明
香

　
第
１
部
（
小
学
校
１・
２
年
生
）

（
川
村
小
１
年
） 

中
路　
宙
良

人
権
擁
護
委
員
が

　
　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

第３４回
町
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入選
作品

15点

町
内
の
小
学
校
児
童
12
人
に
よ
る
９

点
、
中
学
校
生
徒
25
人
に
よ
る
25
点
の
色

と
り
ど
り
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
統
計
グ
ラ

フ
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
９
月
３
日
に
町

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
５
部
門
で
15
点

の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

入
選
し
た
作
品
は
、
神
奈
川
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

「なぜ空手をはじめたの？」
中路　宙良（川村小１年） 

「日本人がお米を食べなくなったって本当？！」
瀬戸　さやか（川村小５年）

「やってみなくちゃ分からないソーラーカー実験！？」
池谷　明香（清水小４年） 

「山北町の人口と産業」
湯川　廉樹（山北中３年）

「山北町進む少子高齢化～減って行く農業～」
　井上　琴音（山北中３年）

　
中
川
孝
男
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
再

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
石
田

玲
子
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
る
も
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
人

権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済

し
た
り
す
る
ほ
か
、
人
権
に
つ
い
て
普
及

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班　

（
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

人権擁護委員に委嘱された
石田玲子さん
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第
36
回 

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

足
柄
上
地
区
大
会

皆さんが気持ちよく使えるように
― 公園の利用について ―

公園とは、主として地区に居住する方が集い、ま
たは憩う目的の場所です。言い換えれば地域の皆
さんの財産です。

最近、その公園の施設が壊される等の被害が多発
しています。

事件に発展する可能性があるケースもあり、単なる
いたずらでは済まされないような行為がみられます。

町では、安全・安心に施設をご利用いただ
くため、維持管理を進めていますが、今後同
様の行為が発生する場合は、公園の使用を制
限しなくてはならなくなります。

皆さんがいつでも気持ちよく使える公園で
あるよう、マナーを守ってご使用ください。

公園を含めた公共の施設は、皆さんのコ
ミュニティ形成の場です。大切にしましょう。

　　　【問合せ】都市整備課管理計画班
　　　　　　　　（電話）７５－３６４７

平
成
26
年
８
月
19
日
、
南
足
柄
市
体
育

セ
ン
タ
ー
の
ア
リ
ー
ナ
で
、
第
36
回
自
転

車
の
安
全
な
乗
り
方
足
柄
上
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
足
柄
上
地
区

大
会
は
、
競
技
を
通
じ
、
児
童
並
び
に
母

親
に
自
転
車
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
正
確

な
理
解
を
普
及
徹
底
し
、
交
通
事
故
防
止

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
小
学
４・
５
年
生
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
競
技
は
１
チ
ー
ム
４
名
で
交
通
安

全
に
関
す
る
『
学
科
』『
安
全
基
本
走
行
』

『
技
能
走
行
』
の
三
つ
の
合
計
点
で
勝
敗

を
決
し
、
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
翌
年
の
県

大
会
に
出
場
す
る
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
１
市
５
町
で
14
チ
ー
ム
総
勢
56
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

山
北
町
か
ら
は
、
川
村
小
学
校
児
童
の

「
チ
ー
ム
山
北
」「
川
村
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の

２
チ
ー
ム
が
出
場
し
「
チ
ー
ム
山
北
」
が

団
体
戦
で
５
位
入
賞
、「
川
村
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

が
６
位
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
個
人
戦
と
し
て
は
、
９
位
に
山
口

智
矢
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

山
北
チ
ー
ム
は
「
優
勝
」
を
目
指
し
、

共
和
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
及
び
共

和
集
会
所
、
旧
共
和
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
夏
休
み
の
貴
重
な
時
間
を
利
用
し

て
、
十
日
間
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

い
る
中
で
、
緊
張
し
な
が
ら
も
精
一
杯
競

技
に
臨
み
ま
し
た
。
惜
し
く
も
優
勝
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
会
終
了
後
、
選

手
８
名
は
充
実
し
た
表
情
を
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

前
列
左
か
ら
、
松
澤
さ
つ
き
さ
ん
（
４
年
）、
小
嶋
悠

大
さ
ん
（
５
年
）、
尾
崎
晃
生
さ
ん
（
５
年
）、
髙
田
俊

介
さ
ん
（
５
年
）、
後
列
左
か
ら
、
山
口
智
矢
さ
ん
（
５

年
）、若
林
快
さ
ん
（
５
年
）、田
辺
勇
人
さ
ん
（
５
年
）、

木
村
鴻
士
さ
ん
（
５
年
）

壊されたトイレの壁

燃やされたトイレットペーパー

↑壊された照明灯

通常の照明灯→
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
尾
﨑　
昌
司
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
智
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
菜な

お生
ち
ゃ
ん　
11
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
貫か

ん
た汰

く
ん　
９
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
愛あ

い生
ち
ゃ
ん　
５
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
優ゆ

う生
ち
ゃ
ん　
２
歳

お
じ
い
さ
ん　
　
　
孝
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん　
　
　
敬
子
さ
ん

尾﨑さん
ご家族

＜湯坂＞

こ
ん
に
ち
は
。
我
が
家
は
主
人
、
私
、

子
ど
も
た
ち
４
人
、
祖
父
、
祖
母
の
８

人
の
大
家
族
で
す
。
い
つ
も
家
の
中
は
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

長
女
の
菜
生
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
し
っ

か
り
し
た
子
で
、
弟
や
妹
の
面
倒
を
よ
く

見
て
く
れ
ま
す
。
最
近
は
、
私
と
並
ん
で

い
る
と
お
母
さ
ん
が
二
人
い
る
み
た
い
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
似
て
き
て
、
一
緒
に
料

理
を
作
っ
た
り
、
私
が
忙
し
い
と
き
に
は

い
ろ
い
ろ
と
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
と
す
ご

く
頼
れ
る
存
在
で
す
。

長
男
の
貫
汰
は
、
と
て
も
心
配
性
で

困
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
反
面
よ
く
言
え
ば
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、

ち
ょ
っ
と
と
ぼ
け
た
性
格
が
周
囲
の
人
を

笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
す
。

次
女
の
愛
生
は
、
可
愛
い
物
が
大
好
き

な
女
の
子
で
す
が
、
性
格
は
反
対
で
負
け

ず
嫌
い
、
気
持
ち
で
は
姉
や
兄
に
も
負
け

ま
せ
ん
。
運
動
神
経
も
４
人
の
中
で
は
一

番
で
、
走
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

三
女
の
優
生
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
暴

れ
ん
坊
で
す
が
、
歌
が
好
き
で
よ
く
遊
び

な
が
ら
歌
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
歌
声
で
、

喧
嘩
を
し
て
い
た
兄
弟
た
ち
も
自
然
と
笑

顔
に
な
り
ま
す
。

来
年
は
長
女
が
中
学
入
学
、
次
女
が
小

学
校
入
学
、
三
女
が
幼
稚
園
入
園
と
ま
す

ま
す
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
４
人
が
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
仲
良
く
元
気
に
成
長
し
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
私
も
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
智
美
さ
ん
）

岩
田
芳
明
さ
ん
は
、
今
年
６
月
に
山
北
町

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
降
、「
社
協
」
と
表
記

し
ま
す
。）
の
会
長
に
就
任
さ
れ
、
地
域
福
祉

の
推
進
や
、
行
政
を
は
じ
め
各
機
関
と
の
連

携
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

岩
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

会
長
に
な
ら
れ
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

「
私
は
、
２
年
前
に
理
事
に
推
薦
さ
れ
て
か

ら
深
く
社
協
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

は
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
社
協
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
岐
に
わ
た
る

活
動
や
仕
事
が
あ
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を
、

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
長
と
し
て
派

手
に
宣
伝
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

私
自
身
も
情
報
収
集
力
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
基
礎
を
固
め

て
、
信
頼
さ
れ
頼
り
に
さ
れ
る
よ
う
な
社
協

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
道
な

活
動
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
、
大
役

に
対
す
る
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。」

い
ま
社
協
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
社
協
の

あ
る
べ
き
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
お
考
え
で

す
か
。

「
社
協
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
空
気
の

よ
う
な
存
在
で
、
地
味
で
普
段
は
意
識
し
な

い
け
れ
ど
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
、
平
成
26
年
度

か
ら
30
年
度
ま
で
の
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

こ
れ
か
ら
の
計
画
に
沿
っ
た
事
業
実
施
に
対
し

て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
検
証
や
改

善
を
確
実
に
行
っ
て
い
き
、
機
能
と
コ
ス
ト
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
や
各
種
配
達
従
事
者
な

ど
と
連
携
し
た
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

や
、
各
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
全
体
的
な

事
業
か
ら
さ
ら
に一
歩
踏
み
込
ん
だ
、「
小
地

域
サ
ロ
ン
」
と
し
て
の一
層
参
加
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
数
年
先
に
は
私
た
ち

団
塊
の
世
代
の
方
々
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

時
代
を
迎
え
ま
す
の
で
、
そ
の
点
も
今
か
ら

視
野
に
入
れ
て
対
応
策
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

趣
味
や
熱
中
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

「
邦
楽
演
奏
（
尺
八
演
奏
）
で
琴
・
三さ
ん
げ
ん絃
と

と
も
に
演
奏
す
る
古
典
曲
の
三
曲
演
奏
が
好

き
で
、
30
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。
尺
八
で

音
を
奏
で
る
と
き
に
は
、
腹
式
呼
吸
を
し
て

指
を
動
か
す
の
で
、
健
康
増
進
や
脳
の
活
性

化
、
老
化
防
止
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
盆
栽
づ
く
り
や
ゴ
ル
フ
も
好

き
で
す
し
、
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
撮

影
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
何

事
も
こ
つ
こ
つ
と
努
力
す
る
こ
と
で
す
が
、
尺

八
も
盆
栽
も
ゴ
ル
フ
も
カ
メ
ラ
も
、
そ
れ
ぞ
れ

奥
が
深
い
な
あ
と
思
い
ま
す
ね
。」

町
の
人

岩
田　
芳
明
さ
ん

　
（
山
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）
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地
域
サ
ロ
ン

暑
い
夏
も
終
わ
ろ
う
か
と
い
う
８
月
30
日

（
土
）、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
山

北
第
２
部
会
が
室
生
神
社
近
く
の
民
家
を

借
り
て「
地
域
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
70
歳
以
上
の
方
が
23
名
集
ま

り
、
松
田
警
察
署
の
生
活
安
全
課
長
か
ら

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
現
状
を
聴
い
た
り
、

懐
か
し
い
曲
を
合
唱
し
た
り
、
体
操
や
折

り
紙
を
し
た
り
、
華
や
か
な
衣
装
に
身
を

包
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
踊
り
を
観み

た
り

と
、盛
り
だ
く
さ
ん
の一日
と
な
り
ま
し
た
。

「
普
段
な
か
な
か
会
え
な
い
友
だ
ち
と

会
え
て
お
話
し
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
よ
」
と
口
々
に
話
す
参
加

者
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
武
井　
智
子
さ
ん
）

小
さ
な
キ
セ
キ
　
大
き
な
キ
セ
キ

８
月
31
日
、
日
テ
レ
の
24
時
間
テ
レ

ビ
で
、
三
保
小
学
校
・
三
保
幼
稚
園
の

子
ど
も
た
ち
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
キ
セ
キ　

大
き
な
キ
セ
キ
」

の
テ
ー
マ
の
と
お
り
、
紹
介
さ
れ
た
景

色
は
、
湖
に
浮
か
ぶ
自
然
に
囲
ま
れ
た

絶
景
の
環
境
な
の
で
、
ア
ピ
ー
ル
度
満

点
で
し
た
♪

三
保
っ
子
の
純
粋
で
の
び
の
び
し
た

感
じ
も
、
映
像
の
中
で
感
じ
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
♪

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤　
直
美
さ
ん
）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
本
誌
で

お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
様
々
な
レ

ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

町
と
広
報
委
員
会
（
連
合
自
治
会
、
自
治
会
、
婦
人
会
）
で
は
、
地
域
の
課
題
や
そ
の
解

決
の
方
向
を
共
に
探
る
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」

を
町
内
10
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

昨
年
の
出
席
状
況
で
は
、
若
い
世
代
や
女
性
の
方
の
参
加
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
家
事
や

子
育
て
な
ど
で
多
忙
と
は
思
い
ま
す
が
、
1
回
で
も
出
席
し
て
町
長
と
町
づ
く
り
の
話
を
し

ま
し
ょ
う
。
他
の
人
の
発
言
や
考
え
方
を
聞
く
だ
け
で
も
、
町
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※12月1日（月）は生涯学習センターの休館日ですが、座談会は行います。
【問合せ】企画財政課企画班　（電話）７５－３６５２

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
か
ら

ー
町
内
10
会
場
で
座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
す
ー

平成26年度　座談会「町長と語ろうまちづくり」日程表
No. 月　日 時　間 地区 会　場 備　考

1 １０月 ７日（火） 19:00 ～ 清水地区 清水ふれあい
センター 清水地区

2 １０月2１日（火） 19:00 ～ 岸 地 区 高齢者いきい
きセンター 越地・南原・湯坂

3 １０月2３日（木） 19:00 ～ 岸 地 区 岸集会所 宿・斑目・原耕地

4 １０月2９日（水） 19:00 ～ 山北地区 平山集会所 平山地区

5 １１月 ６日（木） 19:00 ～ 三保地区 三保支所２階 三保地区

6 １１月1２日（水） 19:00 ～ 向原地区 向原児童館 尺里西・尺里中
尺里東・高松・山下

7 １１月1３日（木） 19:00 ～ 共和地区 共和トレーニン
グセンター 共和地区

8 １１月1７日（月） 19:00 ～ 山北地区 第２児童館 第１ブロック
（平山地区を除く）

9 １１月1９日（水） 19:00 ～ 向原地区
下本村
コミュニティ
センター

上本村・下本村
本村東・村雨
前耕地・水上

10 １２月 １日（月） 19:00 ～ 山北地区 生涯学習セン
ター

第２ブロック
第３ブロック
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第31号

ニ
コ
チ
ン
が
体
内
か
ら
完
全
に

抜
け
る　
　
　
（
禁
煙
３
日
後
）

美
肌
効
果　
（
禁
煙
二
週
間
）

病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
減
る

周
囲
の
人
の
健
康
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
良
い
効
果

疲
れ
に
く
く
、
体
力
が

　
回
復
し
や
す
い
身
体
に
な
る

ご
存
知
で
す
か
？

「
身
体
も
心
も
若
返
る

  

禁
煙
の
嬉
し
い

  

メ
リ
ッ
ト
！
」

　
口
や
鼻
の
粘
膜
が
正
常
に
戻
り
、
食
べ

物
本
来
の
味
や
香
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
薄
味
で
も
、
食
事
を
し
っ

か
り
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　　
喉
の
違
和
感
や
痛
み
が
と
れ
ま
す
。

　
気
管
支
の
収
縮
が
無
く
な
り
、
肺
活
量

が
増
加
し
ま
す
。

　

睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
正
常
に
戻
り
ま
す
。

熟
睡
で
き
、
目
覚
め
が
気
持
ち
よ
く
な
り

ま
す
。

＊
ニ
コ
チ
ン
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
分
泌
を

促
し
、
脳
を
覚
醒
さ
せ
、
寝
つ
き
を
悪
く

し
、
眠
り
を
浅
く
し
ま
す
。

　
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
て
い
る
「
活
性

酵
素
」は
肌
の
細
胞
や
組
織
を
壊
し
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
な
ど
も
、
肌
の

老
化
を
進
め
ま
す
。
禁
煙
に
よ
り
肌
が
若

返
り
、肌
に
ハ
リ
と
ツ
ヤ
が
で
て
き
ま
す
。

　　
喫
煙
に
よ
っ
て
落
ち
て
い
た
新
陳
代
謝

や
肺
の
機
能
が
元
に
戻
り
体
力
が
回
復

し
、
疲
れ
に
く
い
身
体
に
な
り
ま
す
。

　

胃
潰
瘍
・
十
二
指
腸
潰
瘍
・
心
筋
梗

塞
・
肺
が
ん
な
ど
の
病
気
に
か
か
る
リ
ス

ク
が
低
く
な
り
ま
す
。

　
副
流
煙
に
よ
る
家
族
や
周
囲
の
人
へ
の

受
動
喫
煙
が
な
く
な
り
、
他
者
の
健
康
に

も
禁
煙
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

禁
煙
効
果
は
禁
煙
数
分
後
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
ニ
コ
チ
ン

は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
血
行
を
阻
害
し
ま

す
。
禁
煙
30
分
後
に
は
、
血
管
が
元
に
戻

り
、
手
足
の
血
行
が
良
く
な
り
ま
す
。

　
血
液
中
の
一
酸
化
炭
素
が
減
り
、
酸
素

濃
度
が
正
常
値
に
戻
り
呼
吸
が
楽
に
な
り

ま
す
。
運
動
能
力
が
改
善
し
始
め
ま
す
。

　
禁
煙
を
始
め
て
、
タ
バ
コ
を
吸
え
な
い

こ
と
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
、
つ
ら
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
体
の
変
化
を
し
っ
か

り
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
―
０
８
２
２

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

10
月
15
日（
水
） 「
ひ
の
き
」風
呂

10
月
26
日（
日
） 風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当
日

利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た
方
全

員
に
、
次
回
平
日

ご
利
用
割
引
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町

H
P
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い 健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

血
行
の
改
善
（
禁
煙
30
分
後
）

呼
吸
器
系
の
改
善

　
　
　
　
　
（
禁
煙
８
時
間
後
）

味
覚
や
嗅
覚
が
回
復
し
食
べ
物

が
、
よ
り
お
い
し
く
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
（
禁
煙
２
日
後
）

た
ば
こ
の
費
用
が
年
間
で

　
　
　
約
15
万
円
以
上
の
節
約

快
適
な
睡
眠　
（
禁
煙
一
週
間
）
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生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信
編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 7

～ 心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

「たまご」
や「はっぱ

」が
「たまご」

や「はっぱ
」が

いろいろな
ものに変わ

るよ！

いろいろな
ものに変わ

るよ！「たまご」
や「はっぱ

」が

いろいろな
ものに変わ

るよ！

１０月９日（木）

　　　　　１０：００開演

 　

人　形　劇
　　　「三まいのおふだ」

タングラム
　　　「まんまるたまご」
　　　「はっぱのぼうけん」

多目的ホール

入場自由・無料

（どなたでもご覧いただけます）
～人形劇サークル汽車ポッポは結成２４年目の町内在住の６人組です。今年も皆さんに楽しいおはなしをお届けします。～

 日　　時

　　　　　

 内　　容　

 場　　所
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＊10月3日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊10月3日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊10月3日（金）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

◎ 教室についての申込み、問合せについては生涯学習センター事務室 Tel（７５）３１３１までどうぞ！

つるし雛作り教室【申込み期限は１０月１９日（日）まで】
日　時　１０月２３日（木）・１１月２０日（木）・１２月１１日（木）・１月８日（木）・２月５日（木）・３月５日（木）
　　　　１３：３０～１５：３０　※６回シリーズです。
内　容　ひな祭りにむけて「つるし雛」を作ります。（来年の干支「未」や兜・弓、お花などの飾りを作ります。）
対　象　一般（定員１０名）
講　師　山北婦人会員
参加費　初回１，０００円（２回目以降は実費）
持ち物　裁縫セット・はさみ・ものさし

かぼちゃのプディング作り教室
日　時　１０月２４日（金）９：３０～１２：００
内　容　ハロウィンにちなんで、かぼちゃを使ったプディングを作ります。なめらかで濃厚な美味

しいかぼちゃプディングとカラメルソースは相性抜群です！
対　象　一般（定員２４名）
講　師　山崎　多恵子 さん
参加費　４００円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

布の絵本作り教室
日　時　１１月７日（金）・２１日（金）９：３０～１２：００
　　　　※２回シリーズです。両日参加できる方に限ります。
内　容　フェルトなどを使って「おむすびころりん」の絵本を作ります。
対　象　一般（定員１５名）
講　師　湯山　めぐみ さん
参加費　１，０００円
持ち物　裁縫セット・筆記用具

　生涯学習センターで活動している子ども達による演劇やダンスのサーク
ル「ワンダーランド」の秋の公演を開催します。皆さんぜひお越しください。
日　時　１０月２６日（日） １４：００開演
内　容　音楽劇『白鳥の湖』
　　　　ダンスレビュー
　　　　ソプラノソロ
場　所　多目的ホール
問合せ　生涯学習センター Tel（７５）３１３１

本のリサイクル展
　図書室では、不要になった本や町民の皆様から提供していただいた
本を有効活用するため、リサイクル展を開催します。
期　間　１０月１８日（土）～２６日（日）
時　間　９：００～１７：００　　場　所　１階ロビー

お知らせ

前 回 の 作 品

昨 年 の 公 演

入場自由・無料

びな

ワワンンダダーラランンドド秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋のの公演公演ワンダーランド 秋の公演
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生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

日

2
9
16
23
30

月

3
10
17
24

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

土
1
8
15
22
29

11 月
日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

10 月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　 は休館日、    　   は祝日。
休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

※町民文化祭は９：００から１７：００までとなります。ただし、３日は１５：００までです。

10 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
3 金 やまぶき学級 開講式 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会 ☎ (75)1294

4 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

9 木
故 露木康雄（油絵）と露木盛枝

（和紙人形）２人展（～ 17 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 露木　盛枝

汽車ポッポ 人形劇公演 多目的ホール １０：００ 自　由 生涯学習センター

10 金 やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会 ☎ (75)1294

11 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

17 金 やまぶき学級 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会 ☎ (75)1294

18 土

本のリサイクル展（～ 26 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 生涯学習センター

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

23 木 つるし雛作り教室① 美 術 工 芸 室 １３：３０ 申込者 生涯学習センター

24 金
かぼちゃのプディング作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター

やまぶき学級 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会 ☎ (75)1294

25 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

26 日 ワンダーランド 秋の公演 多目的ホール １４：００ 自　由 生涯学習センター

11 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

1 土
町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

2 日 町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　　 ☎ (75)3649

3 月 町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課　　 ☎ (75)3649
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

あ い と

みのる

宮　地　鈴　木　愛　虎（男）　貴　登・祐　見

高　松　渡　邉　　実　（男）　　計　・　桜　

※今回の掲載分は、平成２６年８月１６日から平成２６年９月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

田　中　　渡　邉　綾　子（女）６９歳　本　人

班　目　　中　根　トモ子（女）８１歳　　〃　

湯　坂　　田　中　浩　二（男）６２歳　　〃　

上本村　　荻　野　胸　春（男）８７歳　　〃

山　下　　上　山　利　行（男）６６歳　　〃　

前耕地　　朝　日　照　藏（男）８６歳　　〃　

共和西　　釼　持　テウ子（女）１０２歳　　〃　

馬　場　　木　村　キ　ク（女）１０１歳　加代子

田屋敷　　瀬　戸　春　美（女）７６歳　喜代司

下本村　　荻　野　和　子（女）６９歳　治　久

谷戸諸渕　　細　谷　よし子（女）８８歳　幸　雄 山北　 170mm（096mm）
三保　119mm（167mm）

山北　28.5℃（32.8℃）
三保　24.8℃（26.6℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５70人
５，873人
１１，４43人

（　 2人）
（ ｰ14人）
（ ｰ12人）

世帯数　４，300世帯（ｰ2世帯）

町内の災害等出動状況
火災 3件 救急 60件 救助 4件

8月1日から8月3１日まで（小田原市消防本部）

渡邊　健一 様 10,０００円

水源地域の環境保全に関する事業
（ふるさと応援寄附金として）
東京都町田市

今井八重子 様 5,０００円

歴史と文化・伝統芸能の保存に関する事業、
観光振興に関する事業（ふるさと応援寄附金として）
三重県松阪市

今井　一人 様 5,０００円

小山　里枝 様 10,０００円

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①１０月　４日（土）
　絵本「わにわにのおふろ」ほか
　（おはなしボランティア「えほんまる」）
②１０月１８日（土）
　絵本「ラチとらいおん」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
③１１月　１日（土）
　絵本「みんなでぬくぬく」ほか
     （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

愛なんて嘘

遺言状の願

明日の子供たち

遺譜　上・下

銀翼のイカロス

白　石　一　文

鈴　木　英　治

有　川　　　浩

内　田　康　夫

池井戸　　　潤

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
気象の図鑑

ようかいガマとの

おふろでじゃぶじゃぶ

がっこうのおばけずかん

ぼくが見た太平洋戦争

筆　保　弘　徳

よしながこうたく

デイヴィッド・ウォーカー

斉　藤　　　洋

宗　田　　　理

◆ 児 童 書

読書週間は、すべての世代の人たち
に本に親しむきっかけをつくってい
ただくための運動です。この秋、ぜひ
一冊の本をめくってみませんか？

11 月 1 日（土）～ 3日（月）及び
9日（日）は、町民文化祭開催のため、
学習室が終日利用できません。
ご迷惑をおかけしますがご理解とご
協力をお願いいたします。

ほか

ほか

標語『めくるめぐる本の世界』

お 知 ら せ

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書・ＤＶＤの検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら

　秋と言えばサンマの美味しい季節。10月は魚にまつ
わる日が多く、4日は「いわしの日」、10日は「まぐ
ろの日」、29日は「とらふぐの日」だそうです。
　魚にはとても良質なタンパク質が含まれていて、頭
が良くなる・目がよく見えるようになる・骨が丈夫に
なるなどと言われています。
　旬の美味しいお魚を食べて、魚の本を
読んで、みんなで元気になりましょう！

秋 ば 美味 季節

おすすめ本コーナー『魚』

標語『めくるめぐる本の世界』

１０月２７日～１１月９日は
読 書 週 間です！
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

あ い と

みのる

宮　地　鈴　木　愛　虎（男）　貴　登・祐　見

高　松　渡　邉　　実　（男）　　計　・　桜　

※今回の掲載分は、平成２６年８月１６日から平成２６年９月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

田　中　　渡　邉　綾　子（女）６９歳　本　人

班　目　　中　根　トモ子（女）８１歳　　〃　

湯　坂　　田　中　浩　二（男）６２歳　　〃　

上本村　　荻　野　胸　春（男）８７歳　　〃

山　下　　上　山　利　行（男）６６歳　　〃　

前耕地　　朝　日　照　藏（男）８６歳　　〃　

共和西　　釼　持　テウ子（女）１０２歳　　〃　

馬　場　　木　村　キ　ク（女）１０１歳　加代子

田屋敷　　瀬　戸　春　美（女）７６歳　喜代司

下本村　　荻　野　和　子（女）６９歳　治　久

谷戸諸渕　　細　谷　よし子（女）８８歳　幸　雄 山北　 170mm（096mm）
三保　119mm（167mm）

山北　28.5℃（32.8℃）
三保　24.8℃（26.6℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５70人
５，873人
１１，４43人

（　 2人）
（ ｰ14人）
（ ｰ12人）

世帯数　４，300世帯（ｰ2世帯）

町内の災害等出動状況
火災 3件 救急 60件 救助 4件

8月1日から8月3１日まで（小田原市消防本部）

渡邊　健一 様 10,０００円

水源地域の環境保全に関する事業
（ふるさと応援寄附金として）
東京都町田市

今井八重子 様 5,０００円

歴史と文化・伝統芸能の保存に関する事業、
観光振興に関する事業（ふるさと応援寄附金として）
三重県松阪市

今井　一人 様 5,０００円

小山　里枝 様 10,０００円
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８月１９日から２０日にかけて、山北中
学校美術部の生徒が、尺里東地区の東
名高速道路下のカルバートボックス
壁面に、山北につながりの深いミカンや汽車などの壁画を描きました。
この事業は、地元尺里東自治会が一般財団法人道路厚生会の高速道路
等美化促進事業助成制度を活用し、山北中学校美術部に壁画のデザイン
と制作を依頼し実施しました。
壁画の作業は夏休み中の暑い日でしたが、地元の方から差し入れなどの

支援を受け、生徒たちはいきいきと作業を進めてい
ました。近くをお通りの際は是非、生徒たちの力作を
ご覧になってください。

☆書いたことがない大きな絵だったため、色を合わ
せて描くことが難しかったです。

　　　　　　　　　　　　　佐藤 未奈さん（３年）
☆１年の頃からやりたいと思っていたことだったので、

楽しいことばかりで、苦労を感じませんでした。　
　　　　　　　　　　　　兵藤 美紅さん（３年）

町ゆかりの絵を壁面に町ゆかりの絵を壁面に

減 災 は 日 ご ろ の 備 え か ら
８月３１日（日）、町内全域で防災訓練が行われ、町は山
北スポーツ広場を使用し、山北連合自治会と合同で防災訓練
を実施しました。
当日は天候に恵まれ、山北地区からは６５６名の方が訓練
に参加し、消防団の指導の下、消火訓練や簡易搬送訓練を行っ
た後、煙体験や仮設トイレ体験、ＮＴＴによる伝言ダイヤル
１１７体験などの訓練をおこないました。
また、今年から山北中学校の生徒も訓練に参加し、地域の
一員として有事の際に行動ができるよう、真剣に取り組んで
いました。
災害はいつどこで起こるかわかりません。避難所や危険箇
所を事前に確認し、いざというときに備え、日ごろから訓練
を行ったり、非常持出品などを用意したりしておきましょう。
なお、避難所や危険箇所を記載した防災マップは、町ホー
ムページに掲載していますので、ご活用ください。

山北中学校の生徒も参加し真剣に取り組みました

消防団の指導による消火器具の取扱い訓練

山北中学校美術部員がトンネルアート

―町・山北地区合同防災訓練を実施しました―

壁画制作で苦労したことや工夫したことは？
生徒にインタビュー

「やまきた児童クラブ」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、「やまきた児童クラブ」で元気いっぱいに過ごす子どもの
様子です。平成２５年度に、川村小学校内に開設されたこのクラブは、指導員の
方と一緒に遊んだり、集団生活を学んだりして、心身の育成を目的に運営され
ています。町では、これからも子育て支援に積極的に取り組んでいきます。


